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　日焼けの赤がたくましい黒に変わって

暑い夏を全身で満喫した夏休みも終わり、真っ赤に日焼けした体をたくましい黒さに変え、それぞれが２学期の学校生活に向かっていきました。今年の夏は３０度を超える真夏日が１０日間も連続する記録的な暑さの夏でした。しかし、そんな暑さもお盆を過ぎた頃より、吹く風にもようやく北国の夏らしい清々しさが感じられるようになってきました。

この夏休み中に行ってきたキャンプや海水浴、学園の夏祭りやグリーンランドの花火大会、太鼓打ちを任された盆踊りといった行事の数々は、きっと子どもたちの心にいつまでも素敵な思い出として残り、やがてはきっとそれらの経験がみんなの成長のための栄養となり、血や肉となって息づいていってくれるものだと信じています。

　今年も８月６日(広島に原爆が投下された日）や９日(長崎）、１５日(終戦記念日）がやってきました。最近感じるのは、マスコミなどでの扱いが年々少なくなっていることです。戦後７４年が過ぎ、その悲しみや苦しさ、悲惨さの実体験を持っている人は本当にいなくなってきました。だからこそ戦争の愚かさ、惨さを伝える責任が私たち大人にはあるような気がします。自分たちの豊かで安定した生活、平和な日々の光の陰にある現実を二度と繰り返さぬと言う決意を子どもたちに伝えていきたいと思います。そんな中で、『飢えに苦しむ国々』という新聞の記事があり、「世界の９人 に１人は飢餓にさらされ、子どもの４人に１人は慢性的に栄養が不足している。背景には従来の干ばつなど自然災害に加え、紛争が絶え間なく続いていることがある、と知らせていました。そして、５年前に国連で演説し、後にノーベル平和賞を最年少で受賞したパキスタンの１６歳の少女、マララ・ユスフザイさんの演説を紹介していました。その内容は、 

『…親愛なる兄弟姉妹の皆さん、何百万もの人が貧困、不正、無知に苦しんでいることを忘れてはなりません。何百万もの子どもたちが学校に通えていない現実を忘れてはなりません。私たちの兄弟姉妹が、明るく平和な未来を待ち望んでいることを忘れてはならないのです。ですから、本とペンを手に取り、全世界の無学、貧困、テロに立ち向かいましょう。それこそ私たちにとって最も強力な武器だからです。１人の子ども、１人の教師、１冊の本そして１本のペンがあれば、世界を変えられます。教育はたった１つの解決策です。… 』 

私たちは義務教育が無償化され、教科書も国から給付されています。学ぶ環境が整備され、教育が保障されています。一方で、マララさんのような学ぶことへの情熱はどうでしょう。義務教育という環境の中で、「学べること」に対しての自覚が、一人一人の中にしっかりと備わっているだろうか、と考えた時、当たり前のように自分たちに与えられている権利や環境をしっかりと考えさせることも、私たち大人に課せられた責任なのではないかと考えてしまいます。

これから『稔りの秋』『豊穣の秋』、『勉強の秋』『読書の秋』を迎えます。自分たちの生活の裏には、作物を作っている人、料理をしてくれる人、色々と準備をしてくれる人、一緒に考えてくれる人、悩んでくれる人がいます。そんな一つ一つに『感謝』し、自分の成長に『喜び』を持ち、『充実感』の中で生活し、人と人との関わりが大事であることを『実感』として感じとれる生活を送っていきたいと願っています。

施設長　　吉田　幸雄　
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-　
ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（８月１日～３１日）

　　(ご芳名もれをお許しください)

コープさっぽろ　様　　ビクトリア観光　様　　ＪＡ北海道中央会　様　　北海道新聞社会福祉振興基金　様

有限会社　北海道ファーム　様　　河内克彰　様　　岩崎俊博　様　　細川　悟　様　　根本裕美　様

斎藤正七郎　様　　有限会社アクト警備オフィス　代表取締役　天間勝美　様
　







グリーンランド








夜は花火もしたよ！








　入浴剤もゼリー飲料も“夏休みの疲れをとる！日焼けした肌をいたわる！”を目的に選びました。ゲルマニウム等の効用やゼリー飲料のビタミンなどの栄養についても張り紙でお知らせしました。ゼリーは子ども達から好評でしたが、入浴剤は硫黄の匂いで好みが分かれました。


―吉野桃子―


























海の様子がキャンプの時より穏やかで潮位も低く、子ども達も安心して遊ぶことができました。魚も沢山泳いでいたので海に潜って魚とりにも挑戦しました。


連日の暑さによる疲れもありお昼ご飯の進みはゆっくりでしたがBBQを喜び、天気にも恵まれ楽しい行事となりました。


―　南圭輔　―








Sさんは出発前にめがねがないと号泣し、NさんとSさんは足がくさい！とけんか、Mちゃんはそんな状況でもみんなに「助手席に乗っていい？」と聞いて回り、無視されると怒る…こんなスタートでしたが、出掛けた先ではよく笑い、楽しく集い帰ってきました。Nさんはバタフライを披露、Mさんはめがねを手に持っているのに眼鏡がない！と探し、Sさんはていねプールの案内人、Hさんは寒くて震え、Sさんはけんかした相手とも仲良く遊んでいました。


―女子グループ　西原潤子―





　初めて見たモトクロスショーは、みんなで大きな声を出し大興奮でした。感動のあまり、自分もモトクロスを始めようと考える子もいました。花火は音楽に合わせて大合唱しながらの観覧でした。初めて参加した幼児さんは途中で眠くなりながらも、最後まで目を輝かせていました。


―野々川友紀－














16日（月）　　敬老の日　　岩見沢神社例大祭


17日（火）　　南小マラソン大会（低）　　


岩見沢ライオンズ招待行事　　　


18日（水）　　南小マラソン大会（高）


20日（金）　　南小マラソン大会（中）


23日（月）　　秋分の日


24日（火）　　新篠津高３年現場実習（～１０／１１）


26日（木）　　学園健康診断　　


28日（土）　　誕生会　　そば打ち体験（東ロータリー）


30日（月）　　新篠津高現場実習（１０／１１）











　当初は当別町あいあい公園へ行く予定でしたが、雨天のため川下公園へ行きました。到着すると雨はなく、水遊びができたので子ども達は元気に遊びました。水の中にいる方が暖かいと、滝をくぐるHくん、公園でターザンが止まらないFくんとHくん。高い滑り台に一人で登ったYさん、網登りに何度もチャレンジするMさんとNさんでした。


―幼児グループ　成田志保里―


気温は低めでしたが、みんなは気温を気にせず水遊び。遊具遊びもいろいろな物に興味を示し元気いっぱい遊んでいました。　　　　　　　―幼児グループ　谷岡理沙―





お天気に恵まれお祭りを開くことができました。


各グループでの準備も楽しめてそれぞれの工夫もみられました。綿あめ機の不調もありましたが、焼き鳥屋さん・お好み焼き屋さん、駄菓子屋さん・ジュース屋さんなどなど、それぞれの屋台での


食事も大変美味しかったです。


―成田志保里―











９月行事予定


1日（日）　　防災の日　防災の日に向けた取り組み


3日（火）　　南小５年宿泊研修（～９／４）


7日（土）　　駒沢幼稚園運動会　　光陵中学校祭（～９／８）


光明まつり


10日（火）　　南小遠足


 11日（水）　　新篠津高1年現場実習（～９／１９）


 12日（木）　　光陵中振替休校


 13日（金）　　市内小中学校臨時休校


 14日（土）　　岩見沢神社例大祭（９／１６）


 15日（日）　　岩見沢神社例大祭








今年初の流しそうめんは天候が


あやしい中、子ども達の思いが届き、


なんとか行うことができました。そ


うめんにラーメン、ゼリーにうずら


の卵など、色とりどりの食材が流れ


て来るのを楽しみました。　　


―　佐々木達生 ―　　








